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学習指導要領 山崎高校 学力スタンダード 

(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単

な無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解

し、それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の無理数の四則計算が出来る。 

（例１） 2 3  

（例２）
3

6
 

（例３） 33235   

（例４）  543532   

・ 次の式の分母を有理化できる。 

（例１）
3

2
 

（例２）
25

1


 

（例３）
13

13




 

 

・絶対値をはずすことについて理解できる。 

（例１） 32   

 

 

 

・集合の基本的概念および記号について理解し、共

通部分、和集合、補集合を求めることが出来る。 

（例１）Ｕ＝{１，２，３，４，５，６}を全体集合

とする。Ａ＝{１，２，３}、Ｂ＝{３，６} 

    について次の集合を求めよ。 

（１）ＡＢ 

（２）ＡＢ 

 

（３）Ａ 

 

（４）Ｂ 

 

（５）ＡＢ 

 

（６）ＡＢ 
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イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理

解を深め、式を多面的にみたり目的に応じて

式を適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）ＡＢ 

 

 

・ 命題の基本的概念を理解し、与えられた命題に

ついて逆、裏、対偶を作り真、偽を述べ、反例

をあげることができる。 

 

（例１） 次の命題 について 

    逆、裏、対偶を作り、その真偽をいえ。 

また、偽の場合は反例をあげよ。 

 ①「 42 2  xx 」 

 ②「 00 2  xx 」 

 ③自然数n について 

「n は６の倍数→n は１２の倍数」 

 

 

 

・多項式の次数について理解できる。 

（例１） 54 24  xx の次数をいえ。 

（例２） y について
432 5 zyx  の次数をいえ。 

・多項式の実数倍・加減演算について理解できる。 

（例１） 

542 2 xxA －＝  , 

62  xxB＝  

について － を求めよ。 

・指数法則を理解し、演算ができる。 

（例１）  232 23 yxyx  を計算せよ。 

・乗法公式を使って展開できる。 

（例１） 252 x  

（例２） 232 yx   

（例３）  yxyx 4545   

・公式を使って因数分解できる。 
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(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質につい

て理解し、一次不等式の解を求めたり一次不

等式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例１） 25102  xx  

（例２） 962  xx  

(例３) 
22 yx   

(例４) 862  xx  

(例５） 352 2  xx  

（例６）  22
zyx －  

 

 

 

・一次不等式を解くことが出来る。 

（例１） 0123 x  

（例２） 1572  xx  

（例３）
3

1

2

1
1

3

4
 xx  

（例４） 434  xxx  

 

 

・連立不等式を解くことが出来る。 

 

（例１） 1335  xx  

     )1(24  xx  

 

 

 

 

・正弦、余弦、正接の意味を理解することができ、

角度と1つの辺から直角三角形の他の辺の長さを求

められる。また、30°、45°、60°などの特別な角

度を扱うことができる。 

 

(例 1) 次の図において、 Bsin , Bcos , Btan の

値をそれぞれ求めよ。 
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（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、

鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の

値を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさ

を求めること。 

(例2) 60sin , 30cos , 45tan の値を求めよ。 

 

 

 

・三角比の相互関係を理解し、 sin , cos , 

tan の変換を行うことができる。 

 

(例 1) 
5

2
sin  のとき、 cos , tan の値を

求めよ。ただし、  900  とする。 

 

(例2) 次の三角比を 45 以下の角度に変換せよ。 

(1) 59sin  

(2) 73cos  

(3) 81tan  

 

 

 

・鈍角の場合の関係を理解し、各象限における三角

比の正負の関係を理解することができる。また、三

角比の値が与えられたとき、角度を求めることがで

きる。 

(例 1) 次の三角比を 90 以下の角度に変換し、三

角比の表を用いて値を求めよ。 

(1) 140sin  

(2) 99cos  

(3) 159tan  

 

(例2)  18090  のとき、 cos の符号

は正か負か答えよ。 

 

(例 3)  1800  で、
4

1
sin  のとき、

cos , tan の値を求めよ。 

 

 

 

 

・三角形の中でわからない角度や長さをもとめると

き、正弦定理と余弦定理のどちらを用いればよいの

かを判断できる。 
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(例1) aの値を求めよ。 

 

(例2) △ABCにおいて、
5

1
sin B 、 15CA の

とき、外接円の半径Rを求めよ。 

 

(例3) 角度Cの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

・正弦定理や余弦定理を用いて三角形の面積を求め

ることができる。また、内接円の半径と面積の関係

を理解できる。 

 

(例1) 以下の図において、
7

2
sin C のとき、面積

Sを求めよ。 
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(3) 

二

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだ

すこと。また、二次関数のグラフの特徴につい

て理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例 2) 3 辺の長さが 7, 8, 13 の三角形の内接円の

半径rを求めよ。 

 

 

 

 

・多角形についても三角形に分けて考えることで、

正弦定理や余弦定理を使用できることを理解した

上で、問題を解くことができる。 

 

(例1) 次の図形について、四角形ABCDの面積を求

めよ。 

 
 

 

 

・関数の定義を理解し、基本的な事項を理解できる。 

（例１） 二次関数 352  xxy において， 

2x のとき， y の値を求めよ。 

 

・対称軸（直線 px  ）や頂点 qp, に着目して二

次関数のグラフの特長を捉えることができ、二次関

数 cbxaxy  2
を qpxay  2)( の形に

変形し、二次関数のグラフをかくことができる。 

 

（例１）次の二次関数のグラフをかき、軸の方程式、

頂点の座標を求めよ。 

（１）
22xy   
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イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用

いて考察したり最大値や最小値を求めたり

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 12 2  xy  

（３）
2)3(2  xy  

（４） 1)3(2 2  xy  

 

（例２）２次関数 342  xxy のグラフの軸と

頂点の座標を求め、そのグラフをかけ。 

 

（例３）放物線
2xy  のグラフを x 軸方向に３だ

け平行移動すると，どのような放物線になるか。 

 

 

・二次関数のグラフから頂点または軸を境として、

関数の値の増減が変化することを理解し、二次関

数の最大や最小を考察でき、具体的な事象に活用

できる。（閉区間も含む。） 

 

（例１）２次関数 xxy 42 2  最大値、最小値

があれば、それを求めよ。 

 

（例２）関数 142  xxy （０≦ x ≦３）の最

大値、最小値を求めよ。 

 

 

・ 条件から二次関数の求め、それを応用できる。 

 

（例１） 

a は定数とする。二次関数 32  aaxxy  

のグラフは，点（１，２）を通る。このとき，a  の

値を求めよ。 

 

（例２）次の条件を満たす放物線をグラフにもつ２

次関数を求めよ。 

（１）頂点が点（２，５）で、点（－１，－４）を

通る。 
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

 

 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの

関係について理解するとともに、数量の関係

を二次不等式で表し二次関数のグラフを利

用してその解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につ

いて理解し、それらを用いてデータの傾向を把

握し、説明する。 

 

 

 

（２）直線 1x を軸とし、２点（０，－６）、   

（２，１０）を通る。 

 

 

 

・二次関数のグラフと二次方程式の解の関係性につ

いて理解し、二次方程式を求めることができる。 

（例１） 0652  xx  

（例２） 0472  xx  

（例３） 0243 2  xx  

（例４）二次関数 142  xxy のグラフと x 軸

の共有点の座標を求めよ。 

（例５）二次関数 322  xxy のグラフと x 軸

の共有点の個数を求めよ。 

（例６）二次関数 652  xxy のグラフのグラ

フは x 軸と２点 A,B で交わる。このとき、線分 AB

の長さを求めよ。 

 

・判別式を用いて、二次方程式の解の個数を調べる

ことができる。 

（例１） 0532  xx  

（例２） 0453 2  xx  

（例３） 01323 2  xx  

 

・二次不等式を求めることができる。 

（例１） 0652  xx  

（例２） 025102  xx  

（例３） 0222  xx  

 

 

 

 

・度数分布表、ヒストグラムを理解し、またそのデ

ータからデータ全体の傾向を考察できる。 

（例１）次のデータは、ある高校の１年生女子 10

人のハンドボール投げの記録である。 

 

― 
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イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを

用いて二つのデータの相関を把握し説明する

こと。 

 

 

 

① 階級の幅を 2ｍとして、度数分布表を作れ。た

だし、階級は 11ｍから区切り始めるものとす

る。 

 

② ①で作った度数分布表をもとにして、ヒストグ

ラムをかけ。 

・平均値、最頻値、中央値を求めることができる。 

（例１）次のデータの平均値を求めよ。 

    72, 65, 88, 45, 76 

（例２）次のデータの最頻値を求めよ。 

 
（例３）次のデータの中央値を求めよ。 

38, 56, 43, 41, 35, 49, 51, 31 

（例４）以下の５つのデータ 

42, 78, 30, 89, 95 

がある。このデータの範囲を求めよ。 

 

・最小値・四分位数・最大値から箱ひげ図がかけ、

箱ひげ図の様子からデータの分布が考察できる。 

（例１）次のデータの箱ひげ図をかけ。 

68, 35, 86, 63, 30, 91, 50, 63, 46, 58 

（例２）下の箱ひげ図において、第３四分位数を求

めよ。 

 

 

 

・分散、標準偏差を求めることができる。 

（例１） 次のデータの分散、標準偏差を求めよ。 

11, 5, 12, 17, 7, 15, 9, 16, 12, 6 

 

 

 

 


